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研修報告

日時：令和6年10月23日(水）13:30~15:00
場所：須磨区北須磨支所 参加者：63名

「人生会議 ACPに関わる」
講師：米谷 久美子氏（神戸市健康局地域医療課）

講演で、人生会議（ACP）の啓発の取組みや実践を学び、グループワーク
で意見交換を行いました。
〈講師より〉
・人生の最終段階になって、看取りや延命治療の希望だけ聞くために話を
始めるのではなく、いつも本人の意向に沿った医療・ケアプランニング
をする。

ACP研修会

日時：令和6年9月28日(土）14:00~16:00
場所：須磨区北須磨支所 参加者：45名

「能登震災支援経験者の体験談から役割・取組み・課題を学ぶ」
シンポジスト：越智 深氏（おち内科クリニック）

菊地克暢氏（KOBE須磨きらくえん居宅介護支援事業所）
黒木えい子氏（須磨区北須磨支所保健福祉課）

各職能団体からのご意見を賜り、須磨区での災害研修を行いました。
課題の共有や多職種連携、シミュレーションなどの備えの必要性を認識する
機会になりました。

令和6年度研修報告

多職種交流会

在宅医療講座

「パーキンソン病の臨床上の諸問題」
講師：戸根幸太郎氏（戸根内科・神経内科医院）

パーキンソン病の病識、診断、治療、療養上の問題についてご講演いただきま
した。

〈まとめ〉
・運動障害 ：特に日内変動に対しては治療薬の選択、服用方法など多くの

工夫が必要。
・非運動症状：幻覚をみても患者は言ってはいけないことと思っているので、

積極的な聴き取りが必要。
・治療プラン：精神症状が出たら基本はレボドパ。

症状だけでなく、ライフスタイルや薬の分割投与等現実的に
様子をみながら微調整を続ける。

・パーキンソン病は全身の病気。
ずっとハッピーは難しく、これが難病たる由縁。

日時：令和6年11月7日(木）14:00~15:30
場所：須磨区北須磨支所
参加者：136名(会場48名、WEB88名）

戸根幸太郎氏

SUMAいるタイムズ
第 14 号



医療介護サポートセンターについて
「医療介護サポートセンター」は、地域の医療・介護関係者の連携をサポート
することで、安心して暮らせる地域づくりを目指しています。 医療・介護関係者からの在宅医療に

関する相談に対応しています。原則
市民から相談はお受けしておりません

令和6年度 須磨区医療介護サポートセンター 業務報告

令和6年度の相談件数は121件、令和5年度以降あんしんすこやかセンターからの相談が増えています。

多職種連携検討会

「食支援の視点から多職種連携について考える」

「退院後の在宅療養における食支援～歯科医師の視点より～」
講師:谷山健太郎氏（谷山歯科クリニック）

「栄養ｹｱｽﾃｰｼｮﾝの活用方法と在宅訪問栄養食事指導の事例紹介」
講師：稲垣美穂氏（兵庫県栄養士会）

架空事例を用いて5グループに分かれ、食支援の視点から多職種連携についてグループ
ワークを実施しました。各職種の立場から具体的な支援内容を共有したり、ご家族の負担
軽減を視野に入れた食形態、摂食時の姿勢、嚥下評価、義歯の評価、服薬の見直しなどの
意見交換を行いました。
多職種で事例検討することで、多職種連携の良さを感じて頂けました。

日時：令和7年2月20日(木）15:00~16:30
場所：須磨区役所 参加者：20名
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令和6年度相談内容(複数選択)

訪問診療往診医、医療関係の相談が多いです。
その他の37件は、アウトリーチ(会議参加等）
での相談や緊急時対応、困難ケースの相談が含
まれています。

かかりつけ医や介護支援専門員といった、医療・介
護等のサービス提供者からの在宅医療サービスに関
する相談に対して、必要な情報提供、支援・調整を
行います。
相談項目
•訪問診療や往診を行う医師等の紹介
•訪問看護などの在宅医療サービスに関する相談
•在宅医療の後方支援（病状急変時の一時入院先の確
保等）に関する相談

•在宅医療に関する一般的な相談 等

お気軽にご相談下さい。

サポートセンターからのお知らせ 今後の研修会開催予定
１．「BCPについて」令和7年9月6日（土）午後 ※詳細は後日ホームページをご覧ください。

災害時にどの様に動くのか、皆さんが作られたBCPをもう一度考える機会にしませんか。
２．「ACP」令和7年10月15日(水）13:30～15:30 ※詳細は後日ホームページをご覧ください。

① 多職種でACPの実践に向けて考えてみませんか。

編集後記：新年度が始まり、早くも2か月が経とうとしています。今年は、5月に夏日を迎えています。季節の変わり目は、体調を崩しやすい時期
ですので、皆様ご自愛ください。4月から刈谷（かりや）・驥本（きもと）で担当します。どうぞよろしくお願い致します。

谷山健太郎氏 稲垣美穂氏
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